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平
成
三
十
年
七
月 

豪
雨
に
か
か
る
災
害
に
対
す
る

日
本
銀
行
の
対
応

▼
こ
の
た
び
の
平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
被
災

者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
平
成
三
十
年
七

月
豪
雨
の
被
害
に
よ
り
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
高
知
県
、
鳥
取
県
、

広
島
県
、岡
山
県
、京
都
府
、兵
庫
県
、

愛
媛
県
、
岐
阜
県
、
福
岡
県
、
島
根

県
お
よ
び
山
口
県
の
金
融
機
関
等
に

対
し
、各
地
の
財
務
局
等
と
と
も
に
、

預
金
通
帳
や
印
鑑
を
紛
失
し
た
場
合

に
お
け
る
預
金
の
払
い
戻
し
な
ど
に

つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
金
融
庁
と 

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る 

国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
共
催

▼
決
済
機
構
局
は
、
四
月
十
六
日
に

東
京
で
、国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事
務
所
、
金
融

庁
と
と
も
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す

る
国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
共
催
し

ま
し
た
。本
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、

海
外
中
央
銀
行
、
海
外
当
局
、
各
国

の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
関
連
企
業
な
ど
幅

広
い
方
々
に
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
登

壇
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
約
四
〇
〇

名
に
上
り
ま
し
た
。

▼
新
し
い
技
術
を
金
融
に
応
用
す
る

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
先
進

国
・
新
興
国
・
途
上
国
を
問
わ
ず
、

ま
た
、
企
業
や
金
融
機
関
、
公
的
当

局
、
中
央
銀
行
を
含
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
ア
ジ

ア
各
国
に
お
け
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の

現
状
や
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
を
巡
る
政
策
課
題
な
ど
に
つ
い
て

も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
合
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
な
ど
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

（https
://w

w
w

.im
f.org

/ja/

N
ew

s/S
em

inars/C
onferences

/2018/03/08/im
f-jfsa-boj-

conference-on-fintech

）

▼
こ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
雨あ

ま

宮み
や
ま
さ
よ
し

正
佳
副
総
裁
が
閉
会
の
挨
拶
を

行
い
、
情
報
技
術
の
進
歩
が
も
た
ら

す
新
た
な
政
策
課
題
を
提
示
す
る
と

と
も
に
、
中
央
銀
行
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を
鋭
敏
に
保

ち
な
が
ら
、
経
済
社
会
に
と
っ
て
最

善
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
し
て
い
く
取

り
組
み
を
不
断
に
続
け
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
雨
宮

副
総
裁
の
挨
拶
は
、
日
銀
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
決
済
・
市
場
」
→
「
決

済
・
市
場
に
関
連
す
る
講
演
・
挨
拶

等
の
一
覧
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
巡
っ
て
は
、
金

融
機
関
や
企
業
な
ど
の
取
り
組
み
が

ま
す
ま
す
具
体
化
し
て
い
る
中
で
、

各
国
中
央
銀
行
や
公
的
当
局
の
間
で

も
、
国
際
的
な
議
論
が
一
段
と
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
と
し
て

も
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
議
論
に
積

極
的
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー 

（
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
・ 

金
融
機
関
の
働
き
方
）
を
開
催

▼
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
は
、
七
月
三
日
に
「
地
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
～
金
融
機
関
に

コンファレンスの様子（写真提供：ＩＭＦ）

閉会の挨拶をする雨宮副総裁（写真提供：ＩＭＦ）
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よ
る
事
業
・
産
業
創
生
～
」、
七
月

二
十
五
日
に「
金
融
機
関
の
働
き
方
」

を
テ
ー
マ
に
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
三
日
の
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
」
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
北
都
銀
行
・

斉さ
い
と
う藤
永え
い
き
ち吉
頭
取
か
ら
風
力
発
電
等

の
産
業
創
生
に
関
し
て
、
但
馬
信
用

金
庫
・
宮

み
や
が
き垣
健た
け
お生
常
勤
理
事
か
ら
は

温
泉
や
か
ば
ん
産
業
に
よ
る
町
づ
く

り
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
八
十
二
銀
行
・

浅あ
さ
い
た
か
ひ
こ

井
隆
彦
常
務
執
行
役
員
、
常
陽
銀

行
・
小こ

ま
つ
ざ
き

松
崎
光こ
う
い
ち
一
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
部
長
、
朝
日
信
用

金
庫
・
竹た

け
お尾
伸の
ぶ
ひ
ろ
弘
お
客
さ
ま
サ
ポ
ー

ト
部
長
、
秋
田
県
信
用
組
合
・
藤ふ

じ
わ
ら原

保た
も
つ

常
勤
理
事
が
議
論
を
行
い
ま
し

た
。「
金
融
機
関
が
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
地
域
経
済
が
活
性
化
し
地
域
の

経
営
基
盤
が
維
持
で
き
る
」
と
の
認

識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
二
十
五
日
の
「
金
融
機
関
の
働
き

方
」
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
み
ず
ほ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
・
小こ

じ
ま嶋
修し
ゅ
う
じ司

執
行
役
常
務
か
ら
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
向
上
を
目
指
し
た
人
事
改
革
に
関

し
て
、
東
邦
銀
行
・
北

き
た
む
ら村
清せ
い
し士
取
締

役
頭
取
か
ら
職
員
総
活
躍
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
関
し
て
、
城
南
信

用
金
庫
・
渡わ

た
な
べ辺

泰や
す
し志

理
事
長
か
ら
人

を
大
切
に
す
る
経
営
等
の
実
践
に
関

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
第
一
勧
業
信
用
組
合
・

新に
っ
た田

信の
ぶ

行ゆ
き

理
事
長
、浜
松
信
用
金
庫
・

野の

だ田
純じ
ゅ
ん
い
ち一

専
務
理
事
、
東
邦
銀
行
・

横よ
こ

山や
ま

貴き
い
ち一
常
務
取
締
役
が
議
論
を
行

い
ま
し
た
。「
職
員
の
働
き
が
い
の

向
上
、
顧
客
視
点
を
も
っ
た
働
き
方

が
重
要
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

▼
参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
た
ち
も

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
」「
経
営

ト
ッ
プ
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
お
よ
び

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要

旨
・
資
料
は
、
日
銀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
→
「
金
融
高

度
化
セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

明
治
一
五
〇
年
特
別
展 

「
明
治
期
の
日
本
銀
行
の
風
景
」

を
開
催
中

▼
貨
幣
博
物
館
で
は
明
治
一
五
〇
年

特
別
展
「
明
治
期
の
日
本
銀
行
の
風

景　

―
本
店
支
店
の
た
た
ず
ま
い

―
」
を
開
催
中
で
す
。

▼
日
本
銀
行
は
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
に
設
立
さ
れ
、
当
初

は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
既
存
の

建
物
を
利
用
し
て
営
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
コ
ン
ド
ル
に
学
ん

だ
辰
野
金
吾
に
よ
り
、
初
の
国
家
的

近
代
建
築
と
し
て
日
本
銀
行
本
店
が

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
の
支
店
も
、
既
存
の
建

物
を
利
用
し
て
営
業
を
開
始
し
た

後
、
明
治
期
を
通
じ
て
徐
々
に
近
代

建
築
の
新
店
舗
が
各
地
に
建
て
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

▼
今
回
の
展
示
で
は
、
明
治
期
の
日

本
銀
行
本
支
店
の
建
物
や
そ
の
周
辺

の
街
並
み
、
当
時
の
店
舗
内
の
風
景

を
、
絵
画
資
料
や
写
真
な
ど
を
通
し

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
十
一
月
に

は
記
念
講
演
会
や
展
示
解
説
も
実
施

し
ま
す
。
詳
し
い
情
報
は
貨
幣
博
物

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/

cm
/

）

金融高度化セミナーの模様（撮影：石井 智士）

東京土産名勝図絵
永代橋日本銀行

～
十
二
月
十
六
日
（
日
）
ま
で
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【
会
期
中
の
休
館
日
】

　
�

月
曜
日
（
た
だ
し
祝
休
日
は
開

館
）、
十
一
月
二
十
七
日
（
火
）

～
十
一
月
三
十
日
（
金
）

【
開
館
時
間
】

　

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
半

　
（
入
館
は
午
後
四
時
ま
で
）

【
入
館
料
】
無
料

【
所
在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

　

本
石
町
一
―
三
―
一
（
日
本
銀
行

　

分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別

見
学
会
二
〇
一
八
」
を
開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
八
月
六
日（
月
）～
十
日（
金
）

の
五
日
間
に
わ
た
り
「
日
銀
夏
休
み

子
ど
も
特
別
見
学
会
二
〇
一
八
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

▼
見
学
会
で
は
、
本
店
見
学
や
お
札

に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
「
金
融
政

策
を
決
め
る
の
は
、
君
だ
！
」
を
実

■平成 30 年７月豪雨および平成 30 年北海道胆振
東部地震により犠牲となられた方々のご冥福をお
祈りするとともに、被災された皆さまに謹んでお
見舞いを申し上げます。� （編集一同）
■本年５月、情報サービス局長に就任するまでは、
主に国際金融や国際交渉の仕事に携わっていまし
た。会議等への参加のため、海外出張の機会も多く、
なかなか落ち着いて日本という国を見つめる時間
がありませんでした。この数カ月はそうした時間
が持てるようになり、さらには本誌の取材や編集
等を通じて、日本の魅力に大いに触れています。
今号では、はるやまホールディングス社長の治山
正史氏との対談、クリエイティブディレクターの
佐藤可士和氏へのインタビューを通じ、少子高齢
化をビジネスチャンスにする様々なアイデアや、
地方経済や企業の活性化に向けた力強いメッセー
ジをいただきました。また、地域振興の事例として、
北海道の音威子府村や美深町の取り組みを紹介し
ています。世界に誇れる有形無形の資産や技術が
日本にはまだまだたくさんある、社会としての潜
在力は捨てたものじゃない、改めてそう感じる自
分を発見することができました。� （中川）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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施
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
架
空
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と
に

景
気
・
物
価
の
動
向
と
そ
れ
を
踏
ま

え
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
議
論
し
、

最
後
に
は
、
実
際
の
金
融
政
策
決
定

会
合
と
同
様
に
、
議
長
が
政
策
を
提

案
、
メ
ン
バ
ー
の
多
数
決
で
決
定
し

ま
し
た
。

▼
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
春
休

み
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

金融政策について議論する様子


